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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 准教授 氏名 原田 直樹 
 

１．教員紹介・主な研究分野 

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科を卒業，同志社大学大学院文学研究科社会福祉学

専攻を修了．社会福祉士，精神保健福祉士． 
障害者福祉の現場を経験した後，2008 年より福岡県立大学附属研究所不登校・ひきこもり

サポートセンターに専門研究員として勤務し，2010 年 8 月に看護学部ヘルスプロモーション

看護学系学校保健領域の教員として着任しました． 
主な研究分野は，①不登校・ひきこもり支援の理論と実践に関する研究，②不登校・ひき

こもり支援における大学生ボランティアの有効性に関する研究，③学校を中心とした地域社

会における子育て環境に関する介入的研究です． 
とりわけ不登校・ひきこもり支援の理論と実践に関する研究では，個人因と環境因との関

係性に焦点を当て，様々な角度から不登校・ひきこもりへの支援実践理論の構築に向けた研

究に取り組んでいます．学校保健福祉の視点から，学校内において養護教諭が果たす支援者

としての役割とその具体的な実践内容についての研究を進めたいと考えています． 
 
２．研究業績 

①最近の著書・論文 

<著書> 

・ 原田直樹．(2016)．第 9 章．学習指導要領，第 18 章．発達障害，第 22 章．不登校，学校看

護学，松浦賢長，笠井直美，渡辺多恵子編著，講談社サイエンティフィク．65-74，134-140，
164-170 

・ 原田直樹．(2015)．第 4 章 4 節．非行立ち直り支援の.取り組み，第 4 章 5 節．思春期におけ

る不登校児童生徒の支援，保健福祉学，日本保健福祉学会編，北大路書房．65-73 
<論文> 

・ 三並めぐる，福山聡美，原田直樹，梶原由紀子，松浦賢長，岡多枝子．(2014)．不登校児童

生徒のきょうだいの経験と支援に関する考察．福岡県立大学看護学部紀要，第 11 巻第 1 号，

11-20 
・ 原田直樹．(2013)．幼児健康度調査における発達に関する項目の通過率についての検討．保

健の科学，第55巻第8号，杏林出版．535-542 
・ 梶原由紀子，原田直樹，三並めぐる，増満誠，松浦賢長．(2013)．特別支援学校教員の特定

行為実施における期待感・不安感に関する研究．日本保健福祉学会誌，第20巻第1号，21-34 
 

②その他最近の業績 

<学会発表> 

・ 原田直樹，梶原由紀子，田原千晶，増滿誠，松浦賢長．(2017)．学童保育における発達障害

及びその傾向を有する児童と支援者の対応困難感に関する研． 第 30 回日本保健福祉学会学

術集会，和歌山． 
・ 松下聖子，西田涼子，葛原誠太，中山晃志，足立久美子，原田直樹，松浦賢長．(2016)．看護

学生を対象とした災害医療実施施設における災害看護短期研修実施後のフォローアップ調査．

第36回日本看護科学学会学術集会，東京． 
・ 秦野環，日高艶子，原田直樹，松浦賢長他．(2015)．大学間連携における VOD 化による聴講

システム構築の試み．第35回日本看護科学学会学術集会，広島． 
・ 梶原由紀子, 中山晃志，原田直樹，松浦賢長他．(2015)．看護学生を対象とした国際活動実施

施設における短期研修プログラムの学生の学びと課題． 第 35 回日本看護科学学会学術集会，

広島． 
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③過去の主要業績 

<論文> 

・ 原田直樹，野見山晴佳，三並めぐる，梶原由紀子，松浦賢長．(2012)．中学校における発達

障害が疑われる生徒に対する生徒指導に関する研究．福岡県立大学看護学部紀要，第 10 巻第

1号，1-12 
・ 原田直樹，梶原由紀子，吉川美桜，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長．

(2011)．不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究－家庭支援へ向けての考

察－．福岡県立大学看護学部紀要第8巻第1号，11-18 
・ 原田直樹，梶原由紀子，吉川美桜，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長．

(2011)．学校の児童生徒への大学生ボランティアによる支援のニーズに関する研究．福岡県立

大学看護学部紀要第8巻第1号，1-9 
・ 原田直樹，松浦賢長．(2010)．学習面・行動面の困難を抱える不登校児童・生徒とその支援

に関する研究．日本保健福祉学会誌，第16巻第2号, 13-22 
 
３．外部研究資金 

文部科学省，科学研究費補助金(基盤研究 C)，不登校児童生徒への効果的な支援方法を検討す

る追跡調査－大学生の関わりを中心に－，208万円，平成26年度～平成29年度 
 

４．受賞 

・ 平成27年度福岡県立大学ベストティーチャー賞 
・ 第30回日本保健福祉学会学術集会 優秀学会発表賞 

 

５．所属学会 

日本保健福祉学会，日本思春期学会，日本学校ソーシャルワーク学会，日本地域福祉学会，

日本学校保健学会，日本看護科学学会，日本小児保健協会 
 
６．担当授業科目 

情報処理演習Ⅰ・1単位・1年・前期，情報処理演習Ⅱ・1単位・1年・前期，不登校・ひきこ

もり援助論・2 単位・1 年・前期，社会貢献論・2 単位・1 年，公衆衛生学・2 単位・1 年・後

期，保健統計学・2 単位・2 年・前期，養護概説・2 単位・2 年・後期，教育方法論・2 単位・

2・3年・後期，学校保健・1単位・4年・前期，養護実習・1単位・4年・前期，養護実習事前

事後指導・1 単位・4 年・前期，公衆衛生学・1 単位・4 年・後期，教職実践演習(養護教諭)・
2 単位・4 年・後期，不登校・ひきこもり援助応用演習・1 単位・4 年・後期，専門看護学ゼ

ミ・2単位・4年・前期，卒業研究・2単位・4年・後期，思春期ヘルスプロモーション特論・

2単位・大学院1年・前期，思春期ヘルスプロモーション演習・2単位・大学院1年・後期 
 
７．社会貢献活動 

・ 日本保健福祉学会幹事長 
・ 九州思春期研究会理事 
・ 赤村子ども・子育て会議会長 
・ 特定非営利活動法人ひこうせん理事長 
・ 田川市立鎮西小学校 学校評議員・学校関係者評価委員 

 
８．学外講義・講演 

・ 福岡県手話通訳士協会 手話通訳士国家試験研修会「障害者福祉の基礎」講師，2015年 
・ 糸田町立糸田小学校「薬物乱用防止教室」講師，2017年 
・ 嘉麻市立嘉穂小学校「薬物乱用防止教室」講師，2017年 
・ 岡垣町立戸切小学校「薬物乱用防止教室」講師，2017年 他 
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９．附属研究所の活動等 

・ 不登校・ひきこもりサポートセンター教員スタッフ 
・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 

 


